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推進標語
「道路ふれあい月間」

『 

ゆ
ず
り
あ
い

日
本
の
美 

』

道
路
で
示
す

４ １
626

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
当
会
議

の
運
営
に
日
ご
ろ
よ
り
ご
理
解

と
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
に
、
あ
ら
た
め
て
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
例
年
に
比
べ
る
と
大

き
な
自
然
災
害
は
少
な
か
っ
た

も
の
の
、
熱
海
市
で
の
土
石
流

災
害
を
も
た
ら
し
た
７
月
の
大

雨
で
は
20
数
名
も
の
尊
い
生
命

が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お

悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
高
規
格
道
路
か
ら
生

活
道
路
に
至
る
全
て
の
道
路

は
、
我
が
国
の
経
済
を
支
え
、

生
産
性
の
向
上
や
地
域
の
活
性

化
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
根
幹

的
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
災
害
時

に
お
い
て
も
緊
急
輸
送
道
路
と

し
て
国
民
の
生
命
や
財
産
を
守

る
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
こ
と
は
、
い
ま
さ
ら
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

令
和
３
年
度
を
初
年
度
と
す

る
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対

策
」
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。

　

幹
線
道
路
等
の
未
整
備
区
間

の
解
消
、
事
前
防
災
・
減
災
対

策
、
さ
ら
に
は
老
朽
化
対
策
な

ど
、
道
路
整
備
の
課
題
が
山
積

し
て
い
る
中
に
あ
っ
て
、
国
民

が
安
全
で
、
そ
し
て
安
心
し
た

生
活
が
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
そ
し
て
社
会
経
済
活
動
が

活
性
化
す
る
よ
う
な
強
靭
な
国

土
の
構
築
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
中
・
長
期

的
視
点
に
立
ち
、
計
画
的
に
着

実
か
つ
迅
速
に
道
路
整
備
が
推

進
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。

　

国
土
は
、
今
生
き
る
我
々
世

代
の
も
の
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
、
次
の
時
代
の
生

き
る
人
た
ち
が
、
日
本
に
生
ま

れ
た
こ
と
に
誇
り
と
喜
び
を
持

て
る
よ
う
な
国
土
を
作
り
上
げ

て
い
く
こ
と
が
が
、
今
の
時
代

に
生
き
る
我
々
の
責
務
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

本
年
も
、
ト
ラ
ッ
ク
、
バ

ス
、
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
な

ど
の
事
業
者
や
道
路
を
利
用
す

る
す
べ
て
の
方
々
の
声
を
聴

き
、
そ
の
声
を
国
会
議
員
や
国

土
交
通
省
な
ど
の
関
係
機
関
に

届
け
て
、
道
路
利
用
者
の
た
め

に
な
る
事
業
の
展
開
に
寄
与
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員
の

皆
様
方
に
は
さ
ら
な
る
ご
理

解
と
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
影
響
で
、
全
国
大
会

を
初
め
と
す
る
会
議
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
感
染
拡
大
が
一
日
も
早
く

収
束
す
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

を
よ
く
聞
き
、
真
摯
に
受
け
止

め
る
と
と
も
に
、
国
土
交
通
行

政
に
お
い
て
、
現
場
を
持
つ
強

み
、
技
術
力
を
活
か
し
て
、
施

策
の
立
案
・
実
行
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　

本
年
は
、
特
に
以
下
の
３
本

の
柱
を
中
心
と
し
て
諸
課
題
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

①
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
社
会
経
済

活
動
の
確
実
な
回
復

②
国
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

③
未
来
を
創
る
経
済
好
循
環
と

明
る
い
希
望
の
持
て
る
社
会
の

実
現

　

本
年
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の

新
た
な
経
済
社
会
へ
の
転
換
に

向
け
、
諸
課
題
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。
国
民

の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
本
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま

し
て
希
望
に
満
ち
た
、
大
い
な

る
発
展
の
年
に
な
り
ま
す
こ
と

を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
補
正
予
算
が
12

月
20
日
に
成
立
し
た
。

【
道
路
関
係
補
正
予
算
の
配
分

方
針
】

　

一
般
公
共
事
業
に
つ
い
て

は
、
「
コ
ロ
ナ
克
服
・
新
時
代

開
拓
の
た
め
の
経
済
対
策
」

（
令
和
３
年
11
月
19
日
閣
議
決

定
）
に
基
づ
き
、
「
未
来
社
会

を
切
り
拓
く
『
新
し
い
資
本
主

義
』
の
起
動
」
及
び
「
防
災
・

減
災
、
国
土
強
靱
化
の
推
進
な

ど
安
全
・
安
心
の
確
保
」
に
つ

い
て
、
所
要
の
経
費
が
計
上
さ

れ
た
趣
旨
を
十
分
踏
ま
え
、
以

下
の
事
業
に
つ
い
て
、
地
域
の

実
情
や
地
方
公
共
団
体
の
要
望

等
を
勘
案
し
つ
つ
、
重
点
的
か

つ
効
率
的
な
配
分
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。

（
１
）
未
来
社
会
を
切
り
拓
く

「
新
し
い
資
本
主
義
」
の
起
動

○
道
路
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
の
推
進

○
生
産
性
向
上
に
資
す
る
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
等

○
条
件
不
利
地
域
に
お
け
る
地

方
活
性
化
（
豪
雪
地
帯
）

○
子
供
の
安
全
な
通
行
の
確
保

に
向
け
た
道
路
交
通
環
境
の
整

備
等
の
推
進

（
２
）
防
災
・
減
災
、
国
土
強

像
等
を
活
用
し
た
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
、
管
理
な
ど
デ
ジ
タ
ル
化

の
推
進

（
○
条
件
不
利
地
域
に
お
け
る

・
災
害
に
強
い
国
土
幹
線
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化

対
策

　

１
９
４
，
８
２
２
百
万
円

・
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
局
所
的
な

防
災
・
減
災
対
策
等

　

６
７
，
６
２
２
百
万
円

・
道
路
イ
ン
フ
ラ
に
係
る
老
朽

化
対
策

　

１
１
３
，
９
０
９
百
万
円

・
３
次
元
モ
デ
ル
、
カ
メ
ラ
画

像
等
を
活
用
し
た
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
、
管
理
な
ど
デ
ジ
タ

ル
化
の
推
進

　

８
，
０
０
０
百
万
円

（
注
）
計
数
は
直
轄
及
び
補
助

の
事
業
費
で
あ
る
。
（
こ
の
他

に
調
査
費
と
地
方
の
要
望
に
応

じ
て
道
路
整
備
※
に
充
て
る
こ

と
が
で
き
る
防
災
・
安
全
交
付

金
及
び
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
が
あ
る
。
）

※
自
転
車
通
行
空
間
の
整
備
を

含
む

全ての道路利用者のための道路整備推進を！

古賀 誠
全国道路利用者会議会長

斉藤鉄夫
国土交通大臣

年 
頭 

挨 

拶

す
。
私
自
身
、
平
成
26
年
に

発
生
し
た
地
元
広
島
市
で
の
大

規
模
土
砂
災
害
や
、
平
成
30
年

７
月
豪
雨
を
は
じ
め
、
実
際
に

災
害
の
現
場
に
入
り
、
そ
の
被

害
を
目
の
当
た
り
に
し
、
ま

た
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
の

声
を
聞
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
災
害
に
よ
り
犠
牲

と
な
る
方
を
少
し
で
も
減
ら
す

こ
と
こ
そ
が
政
治
の
役
割
で
あ

る
と
い
う
想
い
を
強
く
抱
き
、

こ
れ
を
忘
れ
ず
に
政
治
家
と
し

て
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
今
回
、
国
土
交
通
大
臣
を

拝
命
し
、
国
土
交
通
省
の
持
つ

役
割
、
す
な
わ
ち
、
災
害
を
防

ぎ
、
国
民
の
生
命
・
財
産
を
守

る
と
い
う
極
め
て
重
要
な
役
割

を
前
に
し
、
こ
の
想
い
を
新
た

に
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
我
が
国
は
、
少
子
高

齢
化
や
人
口
減
少
に
伴
い
、
経

し
て
我
が
国
の
社
会
経
済
や
国

民
生
活
へ
甚
大
な
影
響
を
も
た

ら
し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き

感
染
防
止
対
策
を
行
い
つ
つ
、

通
常
に
近
い
社
会
経
済
活
動
と

国
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
日
常
を
取
り
戻
す
た
め
、

政
府
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

我
が
国
は
、
気
候
変
動
に
伴

う
自
然
災
害
の
激
甚
化
・
頻
発

化
に
よ
り
、
毎
年
の
よ
う
に
深

刻
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

　

令
和
４
年
と
い
う
新
年
を
迎

え
、
謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
発
足
し
た
第
１

次
岸
田
内
閣
に
お
い
て
国
土
交

通
大
臣
を
拝
命
し
、
同
年
11
月

に
発
足
し
た
第
２
次
岸
田
内
閣

に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
国
土

交
通
大
臣
の
任
に
当
た
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
本
年
も
国
土

交
通
行
政
に
対
す
る
皆
様
の
変

わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
は
、
依
然
と

済
が
停
滞
し
た
り
、
生
活
利
便

性
が
低
下
し
か
ね
な
い
と
い
う

厳
し
い
状
況
に
直
面
し
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
か
つ
て
環
境

大
臣
を
拝
命
し
た
際
に
も
取
り

組
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
温
暖
化

対
策
は
、
今
や
、
地
球
規
模
で

の
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

今
あ
ら
た
め
て
、
政
府
と
し

て
、
国
民
の
皆
様
の
将
来
へ
の

不
安
を
解
消
し
、
未
来
へ
の
希

望
が
持
て
る
よ
う
に
す
る
こ

と
、
国
民
の
皆
様
に
広
く
成
長

の
果
実
を
行
き
わ
た
ら
せ
る
こ

と
、
一
人
一
人
の
多
様
性
が
尊

重
さ
れ
、
全
国
津
々
浦
々
の
地

域
の
多
様
な
魅
力
が
発
揮
さ
れ

る
社
会
や
経
済
を
実
現
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
今
後
、
政
府
一

丸
と
な
っ
て
、
国
民
の
皆
様
と

丁
寧
に
、
そ
し
て
誠
実
に
対
話

し
、
小
さ
な
声
ひ
と
つ
ひ
と
つ

令
和
３
年
度
道
路
関
係
補
正
予
算
配
分
概
要

[総事業費] （単位：百万円）

区　分

未来社会を切り拓く「新しい資本

主義」の起動

防災・減災、国土強靱化の推進な

ど安全・安心の確保
小　計

国庫債務負担行為 

（ゼロ国債）
合　計

本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計 本省配分 一括配分 計

直轄事業 44,009 13,781 57,790 147,212 41,488 188,700 191,221 55,269 246,490 22,800 12,800 35,600 214,021 68,069 282,090 

補助事業 9,596 0 9,596 195,653 0 195,653 205,249 0 205,249 5,045 0 5,045 210,294 0 210,294 

合　計 53,605 13,781 67,386 342,865 41,488 384,353 396,470 55,269 451,739 27,845 12,800 40,645 424,315 68,069 492,384 

（注）事業費ベース

※条件不利地域における地方活性化（豪雪地帯）は、「未来社会を切り拓く『新しい資本主義』の起動」の事業費に含む。

※防災・減災、国土強靱化の推進など安全・安心の確保は、全額が「防災・減災、国土強靱化のための5か年加速化対策」に係る事業費。

※この他に調査費と地方の要望に応じて道路整備に充てることができる防災・安全交付金（国費3,733億円）及び社会資本整備総合交付金（国費547億円）がある。

※この他に、平常時、災害時問わず物流機能を担う運送事業者に対し、ETC2.0の普及を促進しつつ、物流コストを低減し、経営体質の強化により生産性向上を図るため、大口・多頻度割引の最大

割引率を40％から50％に拡充する措置の延長（令和５年３月末まで）を実施するための経費（国費78億円）を計上している。

令和3年度道路関係補正予算配分総括表

靱
化
の
推
進
な
ど
安
全
・
安
心

の
確
保

○
災
害
に
強
い
国
土
幹
線
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
強
化
対

策○
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
局
所
的
な

防
災
・
減
災
対
策
等

○
道
路
イ
ン
フ
ラ
に
係
る
老
朽

化
対
策

○
３
次
元
モ
デ
ル
、
カ
メ
ラ
画

地
方
活
性
化
（
豪
雪
地

帯
）
〈
再
掲
〉
）

　

国
庫
債
務
負
担
行
為

（
ゼ
ロ
国
債
）
に
つ
い

て
は
、
公
共
事
業
の
円

滑
か
つ
効
率
的
な
執
行

を
図
る
た
め
、
事
業
の

平
準
化
を
推
進
す
る
こ

と
と
し
、
特
に
、
積
雪

寒
冷
地
域
等
地
域
の
状

況
に
十
分
配
慮
し
て
配

分
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
。

【
事
業
別
概
要
】

○
未
来
社
会
を
切
り
拓

く
「
新
し
い
資
本
主

義
」
の
起
動

・
道
路
に
お
け
る
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
推
進

　

７
８
１
百
万
円

・
生
産
性
向
上
に
資
す

る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
等

　

５
０
，
０
８
９
百
万

　

円
・
条
件
不
利
地
域
に

お
け
る
地
方
活
性
化

（
豪
雪
地
帯
）

　

２
，
０
０
０
百
万
円

・
子
供
の
安
全
な
通
行

の
確
保
に
向
け
た
道

路
交
通
環
境
の
整
備

等
の
推
進

　

１
４
，
５
１
６
百
万

　

円
○
防
災
・
減
災
、
国
土

強
靱
化
の
推
進
な
ど
安

全
・
安
心
の
確
保


